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知識からことばヘ   
ードイツ語読解教育における世界知識の活用について  
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変更といった形式上の改変ではなく，何よりもまず日々の授業内容の具体的変  




















口1999≫において述べたところを基本的前提とする。   
1．読むということ   
卜1 コミュニケーション・メッセージ・コード   
コミュニケーションは発信者と受信者の間で，何らかの記号を介して行われ  
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たり，〈アカ＝停止〉 というコードに基づいて赤灯を現示することによって  
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すべてが感覚デー タの到着によって開始され」（リンゼイ／ノーマンS．24），  
「個々の物理的言語（音）刺激から言語知識に基づき，より上位の単語，フ  
レーズ，文，文章等へ，上昇的に進められる情報処理」（杉谷S．10）は通常  
〈データ駆動型処理（data－driven processing）〉ないしは〈上昇型処理（bot－  
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うしたプロセスを次のように描写している。   
「まず外部から（テクストから）来る情報の何らかの特徴が知覚される。こ   
の時微から出発し，既有知識に基づいて，更に予想される特徴についての一   
定の予測が生まれる。この予測ないしは仮説はこれに狙いを定めた探索に   
よって点検される。これによって更なる特徴が知覚され，この特徴は再び更   
なる知識を活性化し，その助けを借りてテクスト内にあるもの，ないしは出   
現するであろうものについての仮説が再び更に洗練され……という形で自ら   
の知覚が確実だと思うまで繰り返される」（Westhoff1997S．53）   
以上の点から，「読むということはテクストからの信号及び指示と，既有知  
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るのに，Ⅹが一つ足りない。ペ一夕ーはそれをなくしたのだ。   
このテクストでは二箇所で語彙が欠落しているにもかかわらず，我々はこれ  
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ということができる。   
R6hrは〈Knopf／Kn6pfe〉 という推測される語を〈基板語（Stammwort）〉，  
〈Mantel〉，〈zumachen〉，〈ftinf〉 といった推測の助けになる語を く前提語  
（Pr畠misse）〉とし（R6hr1993S．12），前提語を次のように定義している。   
「ある所与の基板語に対する前提語は，一つの語彙的単位であり，当該の基   
根語に対する典型的な特徴関係によって，意味的関連を認識し，基板語の意   
味内容を推測するに際して役立つ潜在的可能性を作りだす。その際に，特徴   
関係は直接明らかであることもあれば，またテクストの他の語桑的単位との   
相互作用の中ではじめて成立することもある」（R6hr1993S．17）  
更にR6hrは前提語の基準をく質〉 と〈数〉と〈配列〉に三分類し，その特性  
について次のように述べている。   








一基根語と前提語の概念的関係の種類   
一典型性の程度  
一基根語との前提語の空間的距離（同一の文に所在／テクストの他の部分に所   
在）のような基板語と前提語の言語学的関係  
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一個々の前提語が意味的に相互に作用し合うことによって，個々の前提語の有   
効性が著しく高まる  












1993 S．25），「知識」（R6hr1993S．26），「学習の心構えと学習動機」（R6hr  
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のような世界像を結んでいるかによって大きく左右されているといえよう。   
そこで背景的知識の有無は，ある語を前提語として認定し，これに基づいて  
基根語の意味内容を推測する上で決定的な影響を及ぼす場合がある。  
3）Acht Lokomotiven．die O1502，504，508，509，511，513，517und518   
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この場合では，〈01〉，くachtLokomotiven〉，〈DampflokomotivenderUSAund  
der UdSSR〉を前提語としてくBoxpok－R哀der〉の語意味をく箱型輪心の動輪〉  
と推測することは，蒸気機関車についての背景的知識を持つ読み手にとっては  
さほど困難ではない一方で，これを持たない者にとってはほほ不可能であろ  
う（2）。   
R6hrが主張するように，grauという前提語から推測される基根語の方が  













卜4 世界知識とスキーマ   
世界知識がコンテクストを経由してテクスト理解の力になるにあたって，重  
要な役割を果たすものとして〈スキーマ（schema）〉が挙げられる。スキーマ  
とは「記憶の中に貯えられている総称的概念（generic concepts）を表すため  
のデータ構造」（Rumelhart and Ortony S．101），「既有知識の構造」（Carre11  
andEisterholdS．556）であり，「世界の様々な人物・対象・行為・事象等に関  
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Gardinenが窓辺に掛かっている。それは美しい。   
Gardinenの推測が場合によって困難であるのは，このテクストの内容が本  
来ドイツないしはヨーロッパ文化圏に固有の事象であることによる。そこで  
〈am Fenster hangen〉を前提語としてGardinenの語意味を〈半透明のカーテ  
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前提と言えるのである。   
2．読解教育の設計   
2－1従来の読解教育の問題点   
上に見たような読解のプロセスに関する知見を考慮するならば，従来の読解  
教育の中心的な方法である訳読法は次のような点で問題が多い。  
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なっている。   









4）辞書への過剰な依存   
訳読法では，コンテクストや推論の効用に余り関心が払われないことから，  
未知の語の意味内容はこれを一語もおろそかにせず，辞書で調べることが推奨  
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2－2 読解教育の戦略目標   
語用論的言語学（Pragmalinguistik）は基本的にことばを「人間の行動のあ  
る特別な一形態」であると考える（Neuner u．Hunfeld S．152）。語用論的言語  
学にとりわけ大きな影響を与えた発話行為理論の基本的考え方も「発話に際し  
ては行為が行われる」（Neuner u．恥nfe】d S．153）というものである。そこで  
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となる。読解にとって必要な戦術的能力としてはおおよそ次のような項目が考  
えられる（9）。   
1）語彙・表現についての知識・能力   
2）文法についての知識・能力   
3）世界知識，コンテクスト，く内容に関するスキーマ〉の活用能力   
4）言語的コンテクストの認定と活用に関する能力   
5）造語法についての知識・能力   
6）接続詞等を手掛かりとしての論理展開に関する知識・能力   
7）く形態あるいは構造に関するスキーマ〉の活用能力   
8）未知の語意味の推測能力   
9）辞書の適切な使用能力  













年次の授業のあり方に対しても肯定的影響を及ぼすこととなる。   
上に掲げたような各種の戦術的能力は必ずしも栽然と分けられるものではな  
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3．教材と授業例   
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のとしては，「一方で未知の語彙を比較的多く含みつつも，他方で学習者が既  
に多くのことを知っているような内容について記述したテクスト」（Westhoff  



















能性も含めた総合的観点から考えるべき問題であが勿。   
読解能力の育成には学習者にできる限り多くのテクスト，とりわけ生テクス  
トを読ませることが不可欠である（Westhoff1997 S．75）。しかしそのために  
は多くの時間が必要とされることから，「教材は難しすぎてはならず，比較的  
『容易』でなければならない」（Westhoff1997S．75）ということとなる。し  
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ければならない。   
テクストの理解にあたっては，テクスト内容についての読み手の知識や親近  










64   


























65   
文化論典第17号  66   
が，学習内容の走着と発展的応用能力への転移という点で講義型授業よりも有  
効であることは明らかであろう。   
「自分で発見したものは記憶として右脳に入り，今後別の問題も解決する能  




技能…… は一度ちゃんと修得されるとなかなか忘却されにくい」（植村1992  
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んど自動的に進行するように行う」（Westhoff1997S．80）ことが必要であると  























でもない」（浅野S．70）。   
こうした授業スタイルの変更によって，学習者が肯定的な感情を抱いて臨め  
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るような授業状況を作りだすことは，内発的な学習動機と意欲の喚起を通じ  
て，学習効果に対しても良好な影響を及ぼすものと考えられる。  
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［4］次の課題をグループごとに行わせることによって読解戟術の意識化を行   
つ。  
① 時刻表の一番上の欄にある〈Ab〉，〈An〉，〈Zug〉，〈Umsteigen〉，〈Ver－  
kehrstage〉 と一番右側の欄にある〈Mo－Sa〉，〈taglich〉はどういう意味です  
か。  












69   
文化論集第17号  70   














（∋ なぜわかりましたか。  
［3］結果をグループごとに発表させ，クラス全体で確認する。  
［4］次の課題をグループごとに行わせる。  
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題とされているかは理解可能である場合が多いといったことを給括としてこの  
教材を終わる。  
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① 教材Ⅲ一A－2のA卜H）を手順どおりに並べ替えなさい。  
② 下線部1）～5）はどういうことですか。  
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しかし実際にはこうした教室が使用できる機会は少ない。その場合には，次の   
ような課題をグループごとに行わせる。  
① A）～H）を手順どおりに並べ替えなさい。  
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う。   
こうした脈絡の中で，ドイツ語教育の今後のより良き展開のためには，一方  







ドイツ語読解教育は， 学科目統合的な総合学習の設計にあたって重要な示唆を  
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含むものであると言えよう。   
本稿は1999年度早稲田商学研究基金による研究成果の一部である。  
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教材Ⅲ－A－1  
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註（1）ことばの意味や価値，機能は多面的，重層的かつ複合的である。そこでその習得と運用もまた   
小論で述べるような一種の技術的，実利的観点からのみ捉えられうるものではない。しかし何を   
目的としてであれ，外国語を修得し，これを円滑に逆用しようとするに際しては，一定の技術性   
の修得が不可欠であることもまた否定できないであろう。そこで小論では外国語の教育と学習を   
あえて一連の事業計画（Operation）と見る立場から，その技術的，実利的側面を注視点として  
考えてみたい。  
（2）蒸気機関事の動輪の輪心にはスポーク型と箱型の二種類がある。箱型はアメリカ，ソ連，日本   
等で多く見られ，ヨーロッパには少ない。東独国鉄に所属した01型機関車のうちの少数が60年代   
に箱型絵心の動輪装備の改造を受けた。これはドイツの蒸気機関車としては異色である。  
（3）テクストの理解には「形態，あるいは構造に関するスキーマ（formalschema）」と「内容に関   
するスキーマ（content schema）」の二つのスキーマが必要とされる（天満 S．99）。前者は〈描   
写型〉，〈物語型〉，〈論説塑〉といった型のテクストの「修辞構造あるいは談話構造について，読   
み手が事前に持つ知乱つまりスキーマ」（天満S．99）であり，後者は「そのテキストに示さ   
れる事物，出来ごと，状況などについて読み手の持つ既有の知識構造」（天満S・107）である。   
小論は特にテクスト理解における背景的知識の意義と活用について考えようとするものであるこ   
とから，〈スキーマ〉とは原則として〈内容に関するスキーマ〉を指すものとする。  
（4）小論では〈戦略（Strategie）〉とは一定の目標の達成に必要な長期的かつ大局的，総合的な構   
想，計画性を意味する。もとよりドイツ語教育の戦略目標が小論で述べるような適用能力形成で   
あるとしても，一人の生き行く人間である学習者にとってこれは各自が自らの人生を全うする上   
で必要とされる多様な能力の一つに過ぎない。そこで学習者の人生におけるより大きな目標，即   
ち〈大戦略（グランドデザイン）〉目標策定の観点から見るならば，読解教育の戦略目標は，学   
習者の大戦略目標の実現に資する一つの部分的戦略目標に過ぎないということになる。そして人   
生の大戦略を考えるにあたっては，おそらくくいかに良く生きるか〉といった間違が何らかの形   
で常にかかわ？てくるものと思われる。こうしたことも含めてドイツ語教育が学習者の大戦略目   




げられる。両者はもとより敢然と分けられるものではない。しかし実用テクストが，基本的にテ   
クスト外の何らかの目的のために読まれるものであるとするならば，文学テクストはそこに展開   
される物語世界を楽しみ，あるいは特定の作家，作品の文体や言語宇宙を鑑貸し，これを味わう  
ために読まれるものであるといえよう。即ち実用テクストを読むことが，外部の目的実現のため   
の手段であるとすれば，文学テクストを読むことは，それ自体が目的となる。小論は，テクスト   
が読者に伝達しようとする具体的な概念的知識を学習者が既に（少なくともその一部を）身につ  
けていることを活用した読解の技法とその指導法について考えようとするものであることから，  
実用テクストのみを考察の対象とする。   
なお読解教材としての文学テクストの使用についてはくWesthoff1997〉S．85f・f・を参照。  
また文学テクストに関する読解教育の好著としては，くEhlers〉が挙げられる。  
（6）正確には教員や授業ができるのは〈学習者が自ら能力を形成する手助けをすること〉までであ   
るが，小論ではこの間題には立ち入らない。これについてはく原口1999〉S・55を参照。  
（7）小論ではく学習の転移〉とは「「ある教科で学習した内容が，他の教科や実際の間違で適用で  
きるかj ということ」（赤堀S．2f．）を意味するものとする。  
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（8）小論では〈戦術（Taktik）〉とは「①戦略にもとづき，その指示，命令，計画に従い，実行に   
あたる手段とその運用術で，②おもに後天的な教育，訓練，経験により習得する知識，技術と実   
行力を指し，③相対的に短期，局地，特定の任務遂行に必要な術策」（川田・大畠S．374）を意   
味するものとする。一般的にドイツ語教育では，小論で言う く戦術〉の意味でく戦略   
（Strategie）〉という表現が使われることが多く（例としてWesthoff1997S，97，98．R6hr1991   
S．227），〈戦術〉という表現は通常使用されない。しかし〈戦略〉とく戦術〉は，本来的には相   
互規定的な概念であることから，両者を対にして使用することによってその意味内容が明確とな   
る。また外国語教育の設計にあたっては戦略と戦術を分けて考えることがまず必要であり，この   
ことによって問題の所在とこれへの対処法が明確になることから，小論ではあえてく戦略ト〈戦   
術〉という表現を使用する。  
（9）従来の訳読塑読解法の問題点が，言語的知識への過剰依存にあることから，読解授業改革の中   
でまず第一に重要であるのは，テクスト理解における非言語的知識，能力とコンテクストに基づ   
く推測活動の重要性と有効性にまず気付かせ，訳読型読解法の相対化を図ることである。小論で   
はこうした立場から，主に3），4），8），9），10）を考察の対象とする。なお9），10）にっ   
いては3－1，3－2を参照。1），2），5），6），7）については，稿を改めて順次考えて行き   
たい。  
（10 くKrashen〉S．133では，テクスト理解に際しての統語論上の困難は，語彙やテクスト内容に   
ついての知識，関心によってしばしば回避，補償されることが指摘されている。  
㈹ 外国語の習得におけるく使う〉ことの重要性についてはく関口〉，特にS．131r．f．を参照。  
（1オ テクストの難易度の複合性については〈Krashen〉s．132f．f．を参照。  
（1頚 技能の学習にあたっては「宣言型知識」と「手続き型知識」が関連し，「認知段階」，「連合段   
階」，「自動段階」の順を経て技能が自動化して行くことについてはくアンダーソン〉s．235f．   
f．を参照。  
（14）教材Iは〈St5dteverbindungen〉をもとに原口が教材化した。90分の授業においては，教材Ⅰ   
は量的に過少であることから，他の教材も使用することを想定する。  
なお以下のすべての授業にあたってのおおよその学習者像としては，ドイツ語の学習開始以来   
90分の授業を既に40－80回程度受け，これまでの学習内容の定着度が中程度のレベルの者を   
想定する。おおよその到達度としては，教材Ⅰ程度から始めて90分の読解授業を25回程度実   
施した場合，く原口1999〉s．67に掲げたシベリアの炭鉱事故を報ずる新聞記事が辞書を参照し   
つつ15…30分程度で理解できる程度の読解能力の形成を目標とする。  
教材Ⅰ～教材Ⅲ－Bはあえて〈予習〉させないために，授業の都度配付するものとする。 ま   
た学習者が作業中は，教員は原則として教室を巡回し，学習者からの質問を受け，個別に助言す   
る等の指導を行う。  
姻 く分野別語彙シート〉とはテクストに出てきた当該分野固有の語彙，表現を転記し，まとめる   
語彙・表現リストである。教材Ⅰでは〈時刻表〉ないしは〈交通機関の利用〉という分野に頻出   
するくAb〉，〈An〉，くZug〉，〈Umsteigen〉といった固有の語彙や表現で，特にこれまでに未習得   
であったものを転記の対象とする。教材Ⅱの場合ではくSchweinefleisch〉，くSalz〉，く61〉，〈sch－   
neiden〉，〈mishcen〉，くheiL5 werden〉といった語彙，表現が対象となろう。これをく料理〉の一   
項冨とするも，更に多くの料理関係のテクストを授業で扱うような場合には〈魚料理関係〉，く肉   
料理関係〉，〈野菜〉，〈調味料〉……といった形で細分化してまとめることも可能である。いずれ   
にせよ，授業で読んだテクストに出てきた語彙をこうした形で自分でまとめ，その習得を進める   
ことにより，同一分野の他のテクスト，関連分野のテクストを読む場合に語彙，表現の中で既知  
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のものが増加する結果となり，これを手掛かりとして推測を発展させることが容易となる。教員   
が見本を示し，こうした趣旨が徹底できれば，どの語彙を転記するかの判断のみならず，そのレ  
イアウトも学習者に委ねることが適当であろう。   
u㊥ 教材IIはくDASVISUELLELEXIKONDERNATURWISSENSCHAFTEN〉S．35をもとに原口が   
教材化した。90分の授業において教材Ⅱのみを使用するか，他の教材も併せて使用するかは学習  
者の読解能力に応じて決定する。   
はカ く植村1993〉s．10では記憶と感情は強く関係することが指摘されている。   
㈹ 教材Ⅲ－AくJAPANmagazin〉S．43をもとに原口が教材化した。  
教材Ⅲ－Aと教材Ⅲ－Bは90分の同一授業内において，連続して使用するものとする。  
（19）教材Ⅲ－Bは市販教材である〈Eppert〉S．50をもとに原口が教材化した。   
鯛 〈先行オーガナイザー〉とは「テキストを読ませる前に適切な既有知識を準備するような情   
報」であり，「既有知識を呼び出したり，整理したりするはたらきをするためテキストの学習を   
促進しうる」（小鴨S．190）ものである。   
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